








　KANAKURI Shiso, who played an active part in the Olympics as a marathoner prior to 
World War II, was also the creator of the Hakone long distance relay race. Contributing 
significantly to the promotion of athletic sports in Japan, he was called the “Father of 
Marathons” in Japan for his accomplishments. Today, he is attracting increased attention 
thanks to him being featured in NHK’s year-long historical drama in 2019. However, there is 
very little structured research on KANAKURI. This paper presents a bibliography focused on 
KANAKURI’s writing with the goal of contributing to future advances in research on him.
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　1912 第 5 回オリンピックストックホルム大会にマラソン選手として出場
　1914 東京高等師範学校卒業
 神奈川師範学校などで教員を務めながら練習
　1920 第 7 回オリンピックアントワープ大会出場
 東京箱根間往復駅伝競走（箱根駅伝）を企画
　1921 東京府女子師範学校教員となる。全国マラソン連盟を設立，初代会長。













































16 巻第 1号，1913.1，p. 155‒158.
（ 2 ） 「痛快なる国際競技 附・競技種目の説明」『柔道』第 2巻第 9号（柔道界本部），1916.9，
p. 38‒43.
（ 3 ）「鉄脚一駆英国を縦走せん」『新青年』第 1巻第 5号，1920.5
（ 4 ）「国際競技出場記」『日本少年』第 16 巻第 1号，1921.1
（ 5 ）「私の寒中生活」『新小説』第 26 年第 2号，1921.2
（ 6 ） 「新年大附録 卓上オリンピツク大会 卓上オリンピツク大会遊び方」『少年倶楽部』第 9巻
第 1号，1922.1，p. 92‒93.
本文に署名なし。目次より，著者が野口源三郎と金栗，横田桃水案，小林永二朗画。
（ 7）「競争の出発と決勝」『新小説』第 27 年第 1号，1922.1
（ 8 ）「第六回極東大会に際して」『柔道』第 2巻第 5号（講道館文化会），1923.5，p. 53‒54.
（ 9 ）「マラソンの敗因に就いて」『野球界』第 14 巻第 14 号，1924.11，p. 23.
（10）「マラソン競走の思出」『青年』第 9巻第 7号，1924.7
（11）「マラソン選手の見たる道路」『道路の改良』第 6巻第 12 号，1924.12
（12） 氏原佐蔵，岩原拓，針重敬喜，伊藤長七，野口源三郎，澤田一郎，金栗四三，植村陸男，
羽仁吉一，羽仁もと子「座談会 運動競技の利害について―三月二十二日夜自由学園の一室
にて―」『婦人之友』第 21 巻第 5号，1927.5，p. 4‒18. 
（13）「陸上競技の戦跡」『アスレチックス』第 5巻第 10 号，1927.10，p. 10‒19.
第 8 回極東選手権大会に関する記述。
（14） 白石実三ほか「（一）現代青年の信条とすべきものについて（二）現代青年の教養として，
如何なる方面に一層力を注ぐ必要を感せられつつありや。」『青年』第 13 巻第 1号，1928.1
（15）「講演 運動競技に就いて」『沖縄教育』第 195 号，1932.6
（16）「ストツクホルム大会初参加」『オリムピック』第 16 巻第 8号，1938.8，p. 38‒39.
第 5 回オリンピックストックホルム大会の回想。
（17）「駅伝特集 青森‐東京駅伝」『陸上競技マガジン』第 2巻第 1号，1952.2，p. 25‒25.
（18）「日本のマラソンものがたり」『中学時代』第 5巻第 5号，1953.8，p. 60‒63.
（19） 金栗四三，山田敬蔵，西田勝雄，浜村秀雄，貞永信義「座談会 高くかかげよマラソン日本
の名」『6年の学習』第 10 巻第 1号，1955.4，p. 54‒58.
（20）「私のスポーツ回想（1）―マラソン―」『中学時代』第 7巻第 1号，1955.4，p. 84‒88.
（21） 「運動実話 ボストンを疾走する世界一のマラソン足袋」『面白倶楽部』第 8巻第 8号，
1955.7，p. 222‒226.
（22）「初のオリンピックマラソン」『セメント工業』第 21 号，1956.7，p. 28‒28.
（23）「マラソンの思出」『体育の科学』第 6巻第 8号，1956.8，p. 306‒307.
（24） 「特集マラソン・駅伝競走の解説 マラソンの指導について」『体育科教育』第 5巻第 2号，
THE BULLETIN OF JISSEN WOMEN'S JUNIOR COLLEGE VOL.40（2019）
－ 89 －
1957.1，p. 16‒20.
（25）「マラソンをやる時の呼吸について」『体育科教育』第 5巻第 5号，1957.4，p. 58‒59.
読者丸山袈裟雄からの質問「マラソンの「呼吸法」と「外傷又は障害」について」への回
答。
（26）「第 5回オリンピックの思い出」『新体育』第 31 巻第 6号，1961.6，p. 94‒98.
（27）「半世紀前のオリンピック初出場」『体育科教育』第 10 巻第 4号，1962.3，p. 4‒7.
（28） 「オリンピックの思い出（1）先駆者の悩み」『東京オリンピック』第 14 号，1963.2，
p. 19‒21.
（29）「岡部平太の横顔」『体育科教育』第 11 巻第 3号，1963.2，p. 26‒27.
（30） 「特集座談会 日本民族の祭典・オリンピックの英雄たち」『文藝春秋』第 41 巻第 7号，
1963.7，p. 216‒258. 金栗のほかに，遊佐幸平，熊谷一弥，鶴田義行，高石勝男，織田幹
雄，南部忠平，村社講平など。
（31） 「美しい話・思い出話 つらくてもがんばれ！！」『小学四年生』第 43 巻第 3号，1964.6，
p. 54‒55.
（32）「わたしのすすめる運動」『教育心理』第 15 巻第 5号，1967.5，p. 35‒35.
（33）「嘉納師範歿後三十周年に想う」『柔道』第 39 巻第 5号（講道館），1968.5，p. 4‒6.






（ 1） 豊福一喜，長谷川孝道『走れ 25 万キロ―マラソンの父金栗四三伝―』（講談社，1961，
277p.）
（ 2） 浜野卓也『ノンフィクション・シリーズかがやく心 走ったぞ！地球 25 万キロ―マラソン
の父・金栗四三―』（佼成出版社，1984）


































「世界一おそいタイム 1912 年ストックホルム」p. 54‒63.
（21） 日本オリンピック・アカデミー編著『JOAオリンピック小事典 The Comprehensive 






第 3章「金栗四三―“日本マラソンの父” となったオリンピックの敗者―」p. 41‒56.
（24）真田久監修『小学館版学習まんが人物館 嘉納治五郎』（小学館，2018.6）
第 4章「アジア人初の IOC委員」（p. 94‒115.）の中に三島弥彦と金栗に関する記述あり。
（25）コンデックス情報研究所編『話したくなるオリンピックの歴史』（清水書院，2018.7）





（25）新熊本市史編纂委員会編『新熊本市史通史編』第 9巻現代 2（熊本市，2000 年）
「マラソンの父金栗四三翁逝く」p. 478.
（26）桑原憲彰監修『目で見る山鹿・荒尾・玉名の 100 年』（郷土出版社，2001 年）
「玉名高校陸上部を指導する金栗四三」p. 111.
（27）渡辺隆喜監修『目で見る東村山・東大和・武蔵村山の 100 年』（郷土出版社，2003 年）
「金栗四三さんを迎えた第一回狭山湖駅伝大会」p. 89.





年』第 7巻第 14 号，1912.12
（ 2 ） 無記名，特集「各方面に亘日本一の人物―競技界に於ける日本一―」中「マラソン金栗
四三」『日本一』（南北社か）第 2巻第 10 号，1916.10
（ 3 ）無記名，特集「学生会逸話」中「金栗四三君」『雄弁』第 5巻第 6号，1914.6，p. 308‒309.
（ 4 ） 野口源三郎「学校体育に寄与した人々―金栗四三―」『学校体育』第 4巻第 7号，1951.8，
p. 23‒26.
（ 5 ）神田学人「マラソン王金栗四三氏に学ぶ」『弘道』第 71 巻第 744 号，1962.10，p. 29‒29.
（ 6 ） アイラ・ウルファード「日本マラソン界の父 金栗四三」『リーダーズダイジェスト』第 22
巻第 11 号，1967.11，p. 37‒43.
（ 7 ） 石田芳正「50 歳記念現役復帰マラソン 第 3 回防府マラソンと金栗四三，そして私」『陸上
競技マガジン』第 23 巻第 2号，1973.2，p. 58‒59.
（ 8 ） 内尾亨「マラソンの父・金栗四三翁 ゴールインした 92 歳のマラソン人生―日本マラソン
の父 金栗四三氏逝く―」『陸上競技マガジン』第 34 巻第 1号，1984.1，p. 197‒198.
（ 9 ） 秋吉嘉範「陸上競技人の思想と背景に関する研究（1）金栗四三のマラソンしそうと人生背
景」『体育・スポーツ哲学研究』6and7，1985，p. 37‒43.
（10）橋本明「スポーツの世界（9）金栗四三」『逓信協会雑誌』9月第 1000 号，1994.9，p. 68‒69.
（11） 水谷豊，有吉正博「熊本が生んだマラソン王「金栗四三」を語る」『日本体育学会大会号』
第 54 号，2003，p. 96.
（12） 有吉正博「過去の名ランナーの生活 マラソンの父「金栗四三」に学ぶ，ランナーの生活」
『ランニングの世界』第 11 号，2011.4，p. 94.
実践女子大学短期大学部紀要　第 40 号（2019）
－ 92 －
（13） 満薗文博「1912 年に五輪に出た日本男児「日本マラソンの父」金栗四三の数奇なる 100



















































朝日新聞「聞蔵Ⅱビジュアル」で 443 件（うち戦前のものは 243 件），読売新聞「ヨミダス歴史






























 4　インターネット情報およびオンラインデータベースの最終閲覧日は 2018 年 10 月 13 日。
 5　主に，『日本近現代人名辞典』（吉川弘文館，2001）および『20 世紀日本人名事典 あ～せ』（日外アソシ
エーツ，2004），玉名市「マラソンの父 金栗四三さん」（https://www.city.tamana.lg.jp/q/aview/112/2193.






 6　金栗の資料状況については，武田薫『マラソンと日本人』（朝日新聞出版，2014）p. 26. でも触れられている
ので参照した。
 7　なお，読売新聞では 2018 年 8 月 27 日より夕刊にて，堂場瞬一による金栗を主人公とした小説の連載が開始
されており，最終閲覧日以降現在も件数は増えていると考えられる。
 8　前掲注 2 の拙稿の後半部分。
 9　なお，玉名市立歴史博物館こころピアにおける，金栗関係の収蔵品の全体についての目録はないが，同館紀
要に掲載された毎年の収蔵品目録から金栗のものを集めれば全体の目録にはなるとみられる。この点に関し
ては，同館訪問時（2018 年 3 月 3 日）に学芸員野中捺貴氏にご教示いただいた。
